８　栗谷川健一展
[bookmark: _GoBack]―北海道をデザインした男
Ken-ichi Kuriyagawa Retrospective

会期：平成26年2月1日(土)～3月23日(日)
会場：北海道立近代美術館　特別展示室
主催：北海道立近代美術館
共催：北海道新聞社
後援：札幌市、札幌市教育委員会、JR北海道

栗谷川健一（1911／明治44～1999／平成11）は、北海道岩見沢の開拓農家生まれ。大正末から昭和戦前期に独学でグラフィック・デザイナーの道を切り開き、戦後に膨大な数の北海道の観光ポスターを制作して国内外で高く評価された。また、はやくから北海道におけるデザインの振興と普及、後進の育成などに力を尽くし、北海道の人間が自分の足下から立ち上げるべきデザインを求め続けた。まさに北海道のデザインのパイオニアとして、昭和戦後から平成にかけて北海道の文化に大きな足跡を残した人物である。
本展では、栗谷川健一のグラフィック・デザインを、ポスターとその原画を中心に紹介した。郷土への愛と絵心にあふれた栗谷川健一の作品を通して、北海道の多彩な魅力を再発見していただくとともに、時代や社会の求めに応えながら、人間の生活の隅々にいたるまで新たな価値を加えていくデザインのダイナミックな力を、感じとっていただくことをねらった。
会場は、大きく下記の3部構成とし、ポスター原画37点、ポスター121点、その他の原画・下絵など62点、合計220点を展示した。

●展示構成
Ⅰ　ポスターの原画
Ⅱ　その他の原画、下絵など
Ⅲ　ポスター
小コーナー　札幌と東京のオリンピック、10点組の北海道連作


●印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
観覧券／縦15.5×横6.0cm
印刷：岩橋印刷株式会社
デザイン：三善デザイン事務所

出品リスト／A3二つ折り
印刷：館内で印刷

●リーフレット
A2四つ折り、表面4色、裏面1色（特色）
図版：表面97点、裏面1点
テキスト：中村聖司「栗谷川健一のグラフィック・デザイン」
編集：北海道立近代美術館
発行：北海道新聞社
印刷：山藤三陽印刷株式会社

●作品輸送・展示
ヤマトロジスティクス株式会社

●会場造作
株式会社クリエート工房



●関連事業
	[講演会]

	日時：2月1日(土)　午前10時～（約90分）
	

	会場：特別展示室
	

	演題：オープニング・トーク「栗谷川健一を語る」
講師：栗谷川悠氏（学校法人栗谷川学園理事長）
	

	[ギャラリー・ツアー]
	

	日時：2月8日(土)、3月1日(土)　各日午後2時～(約40分)
	

	会場：特別展示室

	講師：中村聖司(当館学芸第三課長)、土岐美由紀（当館主任学芸員）
	

	
	

	[オリエンテーション]

	2団体



●主な新聞・雑誌記事等
	新聞

	北海道新聞　　「北海道新聞からのお知らせ」　1月14日（火）
「カルチャープラス＋　原点は北海道　栗谷川健一展」　1月24日（金）
「（タイトル無し）」　1月27日（月）
　　　　　　　　　「特別展『栗谷川健一展　北海道をデザインした男』」　1月31日（金）市内版
「北海道　モダンに描く―栗谷川健一展が開幕」　2月2日（日）　
 　　　　　　　　「栗谷川健一　長男が語る」　2月4日（火）夕刊・道内版
「いしかり散歩93　札幌市資料館」　2月7日(金)道内版　

	毎日新聞　　　「おしゃべりBOX」　3月5日(水)道内版

	　

	雑誌

	ポロコ　平成26年3月号
カイ　平成26年冬号
HO　平成26年3月号
オトン　平成26年2月号

	美術の窓　平成26年2月号

	　

	TV・ラジオ

	AIR-G’（FM北海道）“Sparkle Sparkler”　2月17日(月)

	　

	

	

	

	　



